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5 52 △ 1 1 栗)ショーモン 牡3 56 1 Ｃ デ Ｄ 2,4 2,6 2,3 67 97 43 鮫島克 橋口慎 Ａ/前

10 38 1 2 栗)ユリーシャ 牝3 54 2 Ａ デ C+ 1,8 2,10 1,1 16 58 22 松山弘 中村直

4 47 2 3 栗)シルヴァーデューク 牡3 56 13 雨 3,2 4,6 3,6 5 196 1 池添謙 西村真 Ｒ Ｂ

6 44 2 4 栗)セッション 牡3 56 10 Ｂ 雨 馬 2,9 2,4 1,4 20 185 8 団野大 斉藤崇

10 44 ◎ 3 5 栗)ナヴォーナ 牡3 56 3 Ｃ 血 D+ C+ 10,1 22 58 22 川田将 矢作芳 展 前走

17 50 × 3 6 栗)オオバンブルマイ 牡3 56 4 Ｂ デ 馬 D+ 15,3 3,8 3,3 50 180 22 武豊 吉村圭 Ｒ 14/前

14 35 △ 4 7 栗)トーホウガレオン 牡3 56 5 デ Ｄ 4,4 2,3 2,3 16 58 22 岩田康 石坂公 Ａ/前

4 10 4 8 美)タリエシン 牡3 56 15 7,1 3,1 9,2 5 55 3 幸英明 金成貴 ＴＣ

6 43 5 9 美)キョウエイブリッサ 牡3 56 14 Ａ デ Ｅ 7,2 3,11 7,4 5 132 1 酒井学 武市康 Ｃ

8 43 △ 5 10 栗)スカイロケット 牡3 56 12 Ｅ ▲ 2,3 7,2 2,12 5 55 3 横山和 須貝尚 14/前

9 43 ★ 6 11 栗)オーシャントライブ 牡3 56 7 血 馬 C+ 6,1 7,3 10,1 10 91 8 藤岡康 高柳大 Ｃ

4 29 6 12 美)マルチャン 牡3 56 18 血 Ｃ 8,3 7,1 8,3 0 6 1 高倉稜 武市康 Ｒ Ｃ

3 34 △ 7 13 栗)ドクタードリトル 牡3 56 8 10,1 8,3 4,3 15 97 8 西村淳 今野貞 Ｒ Ｃ/前

20 29 × 7 14 栗)アイルシャイン 牡3 56 11 雨 C+ 8,10 7,1 13 86 8 横山典 新谷功 WR

3 32 7 15 栗)ランスオブサウンド 牝3 54 16 Ｃ 雨 1,6 5,2 5 132 4 藤岡佑 奥村豊

8 30 8 16 栗)タイセイクラージュ 牡3 56 17 ▲ 2,12 3,11 6,2 0 0 4 和田竜 矢作芳

11 50 × 8 17 栗)ヤクシマ 牡3 56 6 Ａ Ｄ Ｅ 2,3 2,4 10,1 10 32 11 Ｃ．ル 寺島良 14

4 27 × 8 18 栗)ティニア 牡3 56 9 Ｄ 1,5 7,10 5,1 10 77 8 荻野極 池江泰 14/前

アーリントンカップが別定戦から馬齢重量に変わり、

開催時期も３月から４月に変更されてＮＨＫマイルのトライアル

と言う位置付けになった２０１８年以降の過去５年で、

１人気は４勝しております。

唯一馬券圏外に消えた１人気は、

前走が５００万クラスだったフォッサマグナのみ。

前走が重賞だった１人気は

信用できると考えるべきかも知れませんが・・・。

今年はどの馬が１人気になるのか締め切りまで見えて参りませんなぁ。

血統面では、父がキングマンボ系か欧州型ミスプロ系の馬が

過去５年の３着以内馬１５頭中８頭と、半数以上を占めており、

外回りコースのマイル重賞なのに、ディープ系種牡馬産駒は

５頭のディープインパクト産駒を含め１１頭が出走して全滅しております。

更に、母父ディープインパクトの５頭を加えると

１６頭が全滅の憂き目に合っており、ディープ持ちには

鬼門のレースのようでございますな。

また、父にサンデー系を持つ馬が勝てていないのも

マイル重賞としては非常にレアな現象と申せましょう。

これは、アーリントンカップのラップパターンが

前半３Ｆタイムと後半３Ｆタイムがほぼ同じになる

平均ラップ（持続ラップ）になりやすいレースで、

直線のトップスピードが決め手になりにくい

　ＥＺ－ＷＩＮ総合評価シート 23.4.15（土）阪神１１Ｒ　Ｇ３アーリントンＣ　芝1600ｍ外Ｂ　３歳　15：30



レース質であることが原因だと考えられます。

過去５年の３着以内馬１５頭の内、

ほんの数頭を除いて、近走で前傾ラップ

（後半３Ｆより前半３Ｆの方が速い流れ）の

レースで好走した経験があるか、前走で

１４００ｍのレースを経験しておりました。

前走の傾向としては、

前走が重賞だった馬は、４着以内か

５人気以内に支持されていた馬。

前走が条件戦だった馬の場合は

２人気以内で勝っている馬。

これらに該当する馬は「前走評価欄」に

「前走（前）」の印を入れております。

また、休み明けの馬が良く走る傾向があり、

特にノーザンファーム生産馬の休み明けは

半数が馬券に絡んでおりました。

該当する馬には、「間隔」の欄に黄色い背景色を、

ノーザンファーム生産馬の休み明けに該当する馬は

数字を赤文字にしてあります。

さて、今年のアーリントンカップ予想の切り口ですが・・・

土曜の阪神は４０ミリ程度のまとまった降雨がある予報で、

馬場は恐らく重馬場か不良馬場となる見込みでございます。

今の阪神は路盤がしっかりしているので

極端な道悪にはならないかも知れませんが、

上り時計が掛かる持続ラップか消耗戦ラップに

なると考えて、近走で持続ラップか消耗戦ラップ、

あるいは１４００ｍ以下のレースを経験している馬に

着目したいと思っております。

◎５番ナヴォーナ

父：ロードカナロア（キングマンボ系）

母父：欧サドラーズ系

祖母父：欧グレイソヴリン系

ＮＨＫマイル優勝馬のシュネルマイスターの半弟で、

牝系ファミリーからサラキア・サリオス姉弟が出ている良血馬。

サンデー系の血を持たないロードカナロア産駒は

過去５年で４頭が出走して３頭が馬券に絡んでおり、

キャリア１戦の１勝馬でも人気になるのが頷けますな。

新馬戦はスローペースの瞬発ラップでしたが、

母系が持久力血統の塊りで、持久力勝負は望むところ。



また、ドイツ牝系なので重い馬場でも苦にせず

走れる可能性が高く、雨馬場も問題なさそうですな。

１６頭立ての新馬戦で１枠に入りましたが、

他の馬に怯む様子は全く見せず、ハートの強さも

重賞級ではないかと夢想致しております。

★１１番オーシャントライブ

父：ルーラーシップ（欧キングマンボ系）

母父：フジキセキ（Ｐサンデー系）

祖母父：欧ネヴァーベンド系

４代親にノーザンテーストとファイントップ

稍重馬場の新馬戦はレースの上り３Ｆタイムが

３６秒以上掛かる重い馬場で上り最速勝ち。

消耗戦に強いフジキセキと、

パワーを求められる馬場に強いネヴァーベンド、

ノーザンテースト、ファイントップを持つ本馬には

馬場の悪化は大歓迎だと考えられます。

前走のようにスローペースの瞬発力比べでは

分の悪い血統馬ですが、それでも次走で重賞を勝った

モズメイメイの０秒１差２着でしたから、

馬場に恵まれればアタマまであっても驚けません。

・不安な人気馬

６番オオバンブルマイ（１人気想定）

父：ディクストリーキャット（米ストームバード系）

母父：ディープインパクト

祖母父：サクラバクシンオー（欧プリンスリーギフト系）

牝系ファミリーが２歳重賞と１２００ｍ重賞に

特化しており、それが京王杯２歳Ｓで穴推奨した

最大の理由でございました。

しかし、３歳を迎えた今、

同じように評価できるかと言うと

半信半疑と言うのが正直な印象。

また、ディクストリーキャット産駒は、

中京や東京のように直線の半ばで坂が終わり

ラスト１Ｆは平坦なコースでないとギアが上がりにくい

傾向もございます。

つまり、阪神のようにゴール直前まで

坂が続くコースでは、ギアが上がる前に

ゴール板が来ちゃったよ状態になるのですな。

ちなみに、同種牡馬産駒は

阪神では２勝クラス以上になると



勝ち星が無いのでございます。

母父が鬼門血統ディープインパクトと言うのも

このレースに限っては割引材料となりますな。

２番ユリーシャ（２人気想定）

父：グレーターロンドン（ディープ系）

母父：ハービンジャー（欧デインヒル系/ダンチヒ系）

祖母父：スペシャルウィーク（Ｔサンデー系）

鬼門血統のディープ系でございますな。

前走のエルフィンＳで、桜花賞２着馬の

コナコーストを負かした事で人気になるようですな。

ラップ的には、前傾ラップの経験はなく、

１４００ｍでは３人気５着と人気以上には走れませんでした。

前走は前有利馬場に恵まれた感もあり、

何よりも滞空時間が長い大きな飛びなので

高速馬場向きで雨馬場は味方にはならなさそう。

また、グレーターロンドン産駒に雨馬場上手が

産まれていない点も不安材料でございます。

馬券

EZ-WIN推奨馬券

馬連ボックス：１・３・６・１７

くまもん馬券

単勝：１１番

複勝：１１番

ワイド：５－１１

馬連：５－１１

馬単：１１⇒５

３連複フォーメーション３０点

５－１・７・１０・１１・１３－印全頭

３連単２軸マルチ２４点

５・１１⇒１・７・１０・１３



間
隔

総
合
評
価
点
数

予
想
印

枠
番

馬
番

馬　　　　名 性齢
負担
重量

予
想
人
気

相
対
指
数

消
耗
戦
血
統

最
終
調
教
評
価

中
間
調
教
評
価

脚質
前走

脚質
２前

脚質
３前

血
統
・
人
気
複
率

血
統
複
勝
回
収
値

前
距
離
複
率

騎手 調教師

前
走
不
利

コース
実績／
消耗戦
実績

3 39 × 1 1 栗)メイショウミツヤス 牡5 58 8 Ｃ 2,13 1,14 2,15 14 260 7 富田暁 木原一 消/福

8 56 ◎ 1 2 栗)ハギノオーロ 牝6 56 6 Ａ h Ｄ D+ 1,11 1,9 1,15 25 98 33 藤懸貴 高野友 消/福

11 30 2 3 栗)ゲンパチレオニダス 牡4 58 14 Ｅ 4,2 1,13 5,8 0 75 0 菊沢一 牧浦充

10 21 2 4 美)ルピナステソーロ 牝5 56 16 13,6 15,5 地方 6 328 0 佐々木 畠山吉 Ｒ

8 38 ★ 3 5 栗)サイモンルピナス 牝5 56 13 Ｃ h Ｂ 5,8 1,14 2,10 0 0 0 城戸義 羽月友 消/福

8 23 3 6 栗)シャスティーナ 牝5 56 15 C+ 7,10 4,15 1,10 0 75 0 田中健 中村直

7 55 ○ 4 7 栗)ナツイロノオトメ 牝4 56 11 Ｂ dz Ｃ 1,3 2,3 1,5 6 328 0 永島ま 角田晃 福

14 30 × 4 8 栗)カネコメシスター 牝4 56 12 Ｃ hh Ｄ C+ 8,9 13,11 12,2 25 183 4 斎藤新 中尾秀

8 43 × 5 9 美)プリティインピンク 牝5 56 4 Ａ h 10,2 8,3 9,1 25 98 33 原優介 小手川 福

3 46 × 5 10 栗)マルモリスペシャル 牡4 58 1 Ａ Ｃ 7,1 2,12 2,10 0 0 0 泉谷楓 大橋勇

9 26 6 11 栗)ショウナンマッハ 牡4 58 9 ▲ 1,15 5,13 1,10 17 157 7 角田大 茶木太 展

10 54 注 6 12 栗)ユウグロスファクタ 牝4 56 7 Ｂ h C+ Ｄ 8,4 2,2 3,6 20 89 15 小沢大 新谷功 Ｒ 福

2 38 × 7 13 美)ブルースコード 牡5 58 5 Ｂ 1,13 1,10 4,10 10 89 30 黛弘人 伊藤圭

14 37 × 7 14 美)トップヴィヴィット 牡5 58 10 Ａ h 2,12 1,7 1,16 0 353 7 宮崎北 中川公 展

14 38 ▲ 8 15 美)タヤスゴールド 牡4 58 3 Ｃ hh 1,14 1,13 9,9 15 46 30 丹内祐 岩戸孝 展 消/福

3 47 8 16 美)ロードミッドナイト 牡5 58 2 Ｂ Ｅ 5,6 4,7 2,10 100 230 30 菱田裕 田中博

福島ダ１１５０ｍは２コーナーのポケットから芝スタート。

スタートしてから３コーナーまで５００ｍほどの直線となり、

これだけで全コースの半分近くの距離を占めております。

そのためテンの争いが激化し、かなりの前傾ラップとなり、

さらにスタートからゴールまで、緩やかながら上り坂が

続く独特なコースレイアウトで、消耗戦耐性が重要な

ファクターとなります。

このように特殊なコースであるため、コース巧者が生まれやすく、

米国型の持続力血統やダンチヒの血を持つ

コース実績馬の激走に厳重な注意が必要となります。

気を付けるべき人気馬は「差し馬」で、

２勝クラス以上の上級条件では差し届かず圏外

と言うパターンが頻発いたします。

◎２番ハギノオーロ

父：キンシャサノキセキ

母父：アドマイヤムーン（フォーティーナイナー系）

祖母父：ミスプロ系

牝系ファミリーは関東ローカルダートが得意で、

本馬自身も当コースの消耗戦を勝っております。

１２００ｍ以下のダート戦で内枠から先行すれば

必ず馬券に絡んでおります。

また、芝スタートの方がダッシュが利くタイプで

　ＥＺ－ＷＩＮ総合評価シート 23.4.15（土）福島１１Ｒ　ラジオ福島　ダ1150ｍ　4上2勝　15：20



このコースなら前に行ける可能性が非常に高いと

考えられます。

★５番サイモンルピナス

父：ダノンレジェンド（米ヒムヤー系）

母父：キングカメハメハ

祖母父：サンデーサイレンス

ダノンレジェンド産駒は、中距離ダートの方が

好走率が高いのですが、短距離の消耗戦ラップには

中距離戦と遜色のない成績を収めております。

本馬は、関東ローカルの短距離戦を得意としており、

昇級３戦目でのクラス慣れと、得意コースでの変わり身に

期待したいと思います。

馬券

EZ-WIN推奨馬券

馬連ボックス：２・７・１２

くまもん馬券

ワイド

５－７・１２・１５

馬連・ワイド：２－５・１２

３連複フォーメーション３０点

２－５・７・１２・１５－印全頭



EZ-WIN予想に打っている印によって

おススメの馬券は、以下の通りとなります。

馬連

◎から流し。相手は○▲★☆△

通常は４～５点になります。

３連複フォーメーション

買目平均は３０点前後になりますが

１０万級の大きな馬券を取りこぼして悔しい思いを

しない為には、トリガミの覚悟も必要です。

１列目：◎

２列目：○▲★☆△

３列目：印全頭

ワイド

★ー◎○▲

★の単複

EZ-WIN予想の馬券構築について
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